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研究成果の概要（和文）：社会で用いられている言語にはさまざまな変種があるが，日本語学

習者が教室で接する日本語の種類は，中立的で限定的であることが多い。本研究は，場面や効

果を考えて上手に日本語のバリエーションが使える学習者の育成を大目標に，学習支援システ

ムを作成した。３つの言語行動「確認する」「意向を訊く」「申し出る」について，動画の視

聴，短い会話形式の練習，表現選択の課題，口調・音調の適切性判断課題を盛り込んだ。また，

役割語の使用例動画も提示した。 

 研究成果の概要（英文）：The purpose of the research is to develop a computer-assisted 

language learning system which fosters the learners of Japanese who can select and use 

the socio-linguistically proper variations. in terms of the forms and intonation. The 

system equips three language behaviors: confirming the given instruction, asking the 

intentions and offering, with their video clips, speaking practices and the appropriacy  

judgement practices on the forms and intonation. In addition, video clips which have 

“role-languages” are presented. 
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１．研究開始当初の背景 

言語は，その社会が位相を異にするごとに
言語自身の位相を異にしており，社会言語条
件を考慮して適切に発話や発信が行えるよ
うに指導を行うことは，日本語教育において
重要である。会話参加者や話題の人物などと
の対人的な関係（親疎，社会的地位，性別な
ど）や，用件に伴う力関係，場面の公私等々

の要素を踏まえて行う待遇表現の指導では，
日本語の特徴の一つとされる敬語表現だけ
でなく，親しい間柄でのくだけた物言いや卑
罵表現も含んだ指導が行われてきている。さ
らには，スピーチレベルシフトなども，教育
項目の一つと捉えられてきている。 

しかし，定延は，日本語教育学会 2007 年
度秋季大会で，これまでの日本語教育では，
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日本語学習者が「自分に合ったしゃべり方で
日本語社会に参加できるようにする」ことが
看過されてきているのではないか，社会的位
相にばかり着目し，それ以外への目配りが不
十分だったのではないか，という問題提起を
行っている。これは，本研究代表者らが開発
した発音学習支援システムに，自分が好まし
いと思う話し方をする人の日本語音声を取
り込み，それをモデルに，視覚情報も利用し
ながら練習を行う，というデザインを採用し
た（才田他 1993「学習者音声の自己評価と日
本人の評価－日本語音声学習支援システム
を利用して－」）ことと通ずるところがある。 

音声の実現だけでなく，日本語使用全般に
おいて，学習者が自分に合った日本語を選び
取って用いることを可能にする環境を用意
するのは，日本語教育に従事する者の責務で
あろう。 

しかし，役割語や発話キャラクタについて
は未解明の部分も多く，学習者が使用した場
合に母語話者その他からどのような評価を
受けるかの研究もなされていない。よって，
即座には，「どんな人物がどういうことばづ
かいをするのか」についての豊かなデータを
示すことも，学習者に必要な学習環境を提供
することもできないが，これを進むべき方向
として見据えつつ，本研究を進めていく。 
２．研究の目的 

日本語学習者にアクセスしやすい日本語
リソースとして，いわゆる「教材」が挙げら
れる。教科書をはじめとする教材において学
習者が接する言語バリエーションは，中立的
で限定的であることが多い。本研究は，日本
語学習者が日本語の種々の位相を意識し，場
面や効果を考えてスピーチレベルや表現を
選択使用することができるよう支援するべ
く，以下の３点を目的とする。 
(1)社会的位相に即した適切な表現選択のた
めのリソースの豊富化 
 従来から行われている待遇表現指導のラ
インに連なるもので，相手との関係や場面，
話題を踏まえてどのような言語表現が適切
であるかを理解する力，選択・表出する力を
養うことを目的とする。 
(2)伝達のスキルおよびストラテジーへの配
慮ある教材作成 

学習者が選択した表現について，特に音声
的にどのように実現されれば意図がよりよ
く伝達されるかを知り，それを実現するスキ
ルを身に付けることを目的とする。 

(3) 伝達スキルや役割語の使用に関する評

価調査 

 「りきみ」「空気すすり」「発話者本人の社
会的位相とは異なる役割語の使用」を含んだ
材料を提示し，学習者の解釈・評価と，日本
語学習者がそれらを使用した場合の日本人

からの評価についての調査を行い，その結果
をシステムで扱う教材に反映する。 
３．研究の方法 

本研究を進める上で行うべき作業は，大き
く２つに分けて捉えることができる。１つは
学習支援システムの構築と言語リソースの
収集および教材作成であり，もう１つは役割
語などの言語バリエーションに関する調査
研究である。 
(1)システム開発に関しては，以下の手順で
行う。 
①本システムには動画の利用が不可欠なの
で，スムーズなアクセスのために，どのよう
な基盤を用いるかを検討する。 
②社会的位相を意識した待遇表現指導にか
かわる教材作成のため，どのような言語リソ
ースを与えるか，場面その他の検討を行う。
スピーチレベルの使い分けを示す点にも配
慮する。 
③適切な表現の習得や，伝達スキルの習得を
目指す練習の方法について検討を行い，練習
をデザインする。同時にフィードバック方法
の検討も行う。 
④上記の検討を踏まえて教材で使用する各
種リソースを作成し，コースウェアを組み立
てる。ただし，全体を一気に組み上げるので
はなく，一部を作成した段階で試用を行い，
予備的な評価を得た上で，改善を行いながら
進めていく。 
(2)言語バリエーションについての調査研究
については，以下の手順で進める。 
①これまでの日本語教科書などにはほとん
ど登場しなかった，中立的でない「はずれた」
言語バリエーションについても調査の射程
に入れたいと考えているので，対象とする言
語バリエーションの範囲を検討する。 
②同時に，役割語や発話キャラクタの発現に
関する事例データの収集を行う。 
③上記 2 点の検討から，調査対象とする言語
現象（パラ言語情報も含む）を決定する。 
④役割語などの言語バリエーションを含む
動画を作成し，これを用いて，なるべく多様
な国籍の学習者と日本語母語話者の双方を
対象に調査を行う。 
⑤中立的でない言語バリエーションを含む
動画をリソースとして教材化をはかる。 
４．研究成果 

本研究では，言語行動場面として「確認す
る」「意向を訊く」「希望を言う」「申し出
る」の４つを対象に教材化を考え作業を進め
たが，予備的評価で「希望を言う」について
練習がしにくいという指摘があり，最終的に
はメニューを減らして「確認する」「意向を
訊く」「申し出る」の３つに絞ることとした。 

本学習支援システムで位相を意識した日本
語使用を促すためには，映像リソースの利用
が不可欠である。言語形式のみならず，音調



や非言語行動までも含んだ場面情報全体を提
示して，重要なポイントに着目させる必要が
あるからである。また，システムへのアクセ
スについては，ウェブの利用を考えているた
め，動画への円滑なアクセスを保障する手段
が重要となってくる。一度にアクセスが集中
した場合でも，教材の利用自体はもちろんの
こと，システムを搭載しているサーバの運用
にも不都合が生じないようにすることが肝要
である。また，世界各地から広く利用できる
必要もある。以上の条件を考え，本研究では
既存の動画サイト”YOU TUBE”に動画を置い
てみることにした。これにより，不特定多数
が，本研究の学習支援システムとは関係なく
教材の動画を視聴できることになるが，その
ことがシステムの動作に影響するわけではな
いので，おそらく支障はないと判断している。
しかし，今後も継続的な観察は必要である。 

練習には，相手との関係や場面を踏まえて，
適切な言語表現（主にスピーチレベル）を選
択・表出する力を養うための映像リソースを
用意し，短い会話形式の発話練習，適切な表
現の選択課題，音調に関する適切性判断課題
を作成した。 
 もう１つの眼目である伝達スキルや役割語
の使用に関する調査研究については，映像リ
ソースの作成が難しく，調査に至らなかった。 
特に「りきみ」や「空気すすり」などの音声
的な技巧については，自然で明示的な映像デ
ータを得るのが大変難しいことがわかった。
役割語の使用についても，使用可能性が高い
と思われる場面の映像データを採取してみた
が，なかなか役割語が出現せず，実際使用の
データに基づいて教材のためのリソースを作
成し，それを用いて評価調査を実施する，と
いう当初の計画は，実行することができなか
った。 

ただし，実際使用を下敷きにしたものでは
なく当初の構想とは異なるものの，役割語を
含む映像リソースを４つ作成し，一応，教材
化を試みた。研究計画からは大幅にずれ込ん
でしまったが，今後これらを用いて，学習者
による受け止めの調査を実施しようと考えて
いる。 

本研究は，全体に研究の進捗が大きく遅れ,
研究成果の発表についても，不十分な状態で
あると言わざるを得ないが，これには，本研
究期間の１年めに発生した東日本大震災が
大きく影響している。編集中であった動画を
はじめ，種々のデータが失われなかっただけ
でも幸運であったと考えるべきではないか
と思っている。研究期間は終了したが，成果
については，今後発表予定であることを付言
しておく。 
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